
 
令和 6 年 3 月 27 日 

国土交通省関東地方整備局 

企画部 
 

「地質調査業務の遠隔臨場の試行」によるアンケート調査結果の公表 

～受発注者の働き方改革、生産性の向上を推進～ 

 

 

関東地方整備局では、令和５年１月１日以降に入札契約手続き（入札･契約手続運営委員会）

を開始する業務より、地質調査で遠隔臨場の効果が期待できる業務を事務所長が発注者指定と

し、遠隔臨場の試行を実施しております。 

 

令和５年度に｢地質調査業務の遠隔臨場｣にて試行を実施した業務を対象に受注者及び発注者

（監督職員等）に実施したアンケート調査をまとめましたので、お知らせします。 

 

 

関東地方整備局にて、地質調査業務のうち、ボーリング調査を含む業務約４０件を発注し、 

うち、遠隔臨場の試行を実施している業務を対象にアンケート調査を実施しました。 

 

今後、試行結果については、引き続き、アンケート調査等によりフォローアップを実施してい

く予定です。 

 

アンケート調査の詳細については、別添資料を参照ください。 

 

 

＜発表記者クラブ＞ 竹芝記者クラブ 埼⽟県政記者クラブ 神奈川建設記者会 

 

＜問い合わせ先＞  

■地質調査業務の遠隔臨場の試行について 

所属：関東地方整備局 企画部 

電話：０４８－６０１－３１５１（代表） E-mail：ktr-dx_icon20@mlit.go.jp 

氏名：技術管理課 課長    荒井 幸雄   （内線：３３１１） 

技術管理課 課長補佐  長谷川 勇人 （内線：３３１５） 

 
 



１．アンケート調査方法
・対象工事 ： 令和５年度に発注を行った地質調査業務約４０件のうち、発注者指定型による遠隔臨場の試行実施した１９件の業務を対象に

アンケート調査を実施、１４件から回答。
（ 発注者指定型とは、地質調査箇所が事務所から遠く検尺までの長時間の移動時間を要する場合、地質調査箇所が多く検尺
の日数が多い場合等遠隔臨場の効果が期待できる業務を事務所長が発注者指定 ）

・対象者 ： 受注者、発注者の監督職員
・アンケート方法 ： 令和６年２月８日～２月１４日の期間にＷＥＢ（Microsoft Forms）にて実施

２．アンケート結果
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【今後、遠隔臨場の継続を希望するか】

(1)継続を希望する 14

(2)継続を希望しない 0
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【遠隔臨場を活用したことによる時間削減】

(1)３日以上 4

(2)２日以上３日未満 2

(3)１日以上２日未満 2

(4)４時間以上８時間未満 2

(5)１時間以上４時間未満 3

(6)変わらない 1

「地質調査業務の遠隔臨場の試行」に係る受発注者へのアンケート調査結果
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【遠隔臨場を実施して、特に感じた効果】

(1)時間の効率化（待ち時間削減等） 12

(2)突発的な事象対応（急な立会依頼対応等） 2

(3)作業の軽減（事前準備の対応等） 0

(4)担当者の人数（必要な担当者の削減） 0

92.9%
（遠隔臨場により時間削減に寄与）
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【遠隔臨場を活用したことによる時間削減】

(1)３日以上 5

(2)２日以上３日未満 1

(3)１日以上２日未満 1

(4)４時間以上８時間未満 3

(5)１時間以上４時間未満 3

(6)変わらない 1

78.6%

21.4%

【遠隔臨場を実施して、特に感じた効果】

(1)時間の効率化（待ち時間削減等） 11

(2)突発的な事象対応（急な立会依頼対応等） 3

(3)作業の軽減（事前準備の対応等） 0

(4)担当者の人数（必要な担当者の削減） 0

92.9%
（遠隔臨場により時間削減に寄与）

発注者の監督職員 回答数14業務

受注者 回答数：14業務
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【事務所から現場までの移動距離】

(1)３０km以上 7

(2)１０kmから３０km未満 5

(3)５kmから１０km未満 2

85.7%
（10km以上移動距離があり、
移動時間削減に寄与）

64.3%

35.7%

【現場の通信環境について】

(1)全体的に良好 9

(2)部分的に良好（一部不良） 5

100%
（一部現場（海上等）にて通信状況の不良
があったものの各社の創意工夫により、
遠隔臨場を活用）
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【今後、遠隔臨場の継続を希望するか】

(1)継続を希望する 13

(2)継続を希望しない 1

100%
（継続を希望）

92.9%
（継続を希望）



「地質調査業務の遠隔臨場の試行」に係る受発注者へのアンケート調査結果

受注者 回答数14業務

■主な意見

・ 海上ボーリングが多数あり、海上移動の制約から、時間短縮の意味で実施効果がかなりあった。

・ 遠隔臨場のシステム利用にあたり、発注者側が非常に協力的であったため、遠隔臨場の利活用がスムーズに行えた。

・ 遠隔臨場は現場での待ち時間が減るため、非常に良い取り組みだと感じた。

・ ASPや専用WEBサイトの利用など種々なやり方があり、受発注者とも使い方に習熟していないためやり取りに不安が
あった。遠隔臨場のシステムが統一されていると使い勝手が良い。

・ 時間の削減には大きく寄与できると考えるが、受注者側の負担が立会検尺より増えたと感じた。

■主な意見

・ 時間の融通が利くため、複数の職員で立会することが出来た。

・ 立会者だけでなくても、誰でも見れることで勉強になった。

・ 通信状況を良好にするため、検尺実施中は、現場カメラのみ起動し音声はオフにし、電話を併用する等工夫を行った。

・ 生産性向上や働き方改革に寄与するため、今後も本取組みを希望する。

発注者の監督職員 回答数14業務


